
1

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
■ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

□
□ 有効性
□ 効率性
□ 公平性
□ 持続可能性

上記以外の予算事業 ※　一般事務事業、還付・償還事業、繰出事業、昨年度で廃止した事業、指定管理者制度導入施設の管理運営事業などはこちらに記入。

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート

211 施策 危機管理体制の充実

新型感染症対策事業 枚のうち 枚目

施策コード

管理事業　　　　　　　　　　　　　　

評価対象年度 令和元年度

1

市民ニーズ、社会的役割

備蓄しているのは約２週間分であるため、新型インフルエンザ等の流行が長
期間に渡るような場合や感染による死亡者が継続して発生するような場合に
は、備蓄物が不足する可能性がある。

令和 元 年度

継続

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

①
新型インフルエンザ等対

策物資備蓄事業
環境政策室

平成２７年１１月に策定された吹田市新型インフルエンザ等対策行動
計画に基づき、具体的な行動を進めるための、業務上必要な物資を
備蓄します。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

20
※課題があるものは■

事業名 所管室課

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

備蓄しているのは約２週間分であるため、新型インフルエンザ等の流行が長
期間に渡るような場合や感染による死亡者が継続して発生するような場合に
は、備蓄物が不足する可能性がある。

令和 元 年度

継続

事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入） 実施区分

②
新型インフルエンザ等対

策物資備蓄事業
事業課

平成２７年１１月に策定された吹田市新型インフルエンザ等対策行動
計画に基づき、具体的な行動を進めるための、業務上必要な物資を
備蓄します。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

46
※課題があるものは■

今後の
方向性

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

備蓄しているのは約２週間分であるため、新型インフルエンザ等の流行が長
期間に渡るような場合や感染による死亡者が継続して発生するような場合に
は、備蓄物が不足する可能性がある。

令和 元 年度

継続

実施区分

③
新型インフルエンザ等対

策物資備蓄事業
破砕選別工場

平成２７年１１月に策定された吹田市新型インフルエンザ等対策行動
計画に基づき、具体的な行動を進めるための、業務上必要な物資を
備蓄します。

市が独自に実施し
ている事務

（千円）

35
※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

④

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑤

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業概要（事業の具体的な内容を端的に記入）

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

今後の
方向性市民ニーズ、社会的役割

令和 元 年度

実施区分

⑥

（千円）

※課題があるものは■

事業名 所管室課 事業名

決算額（事業費）
評価の視点 事業自体の課題や対応状況・施策推進への貢献に関する課題

所管室課

一般事務事業 環境保全課


